
(57)【要約】

【課題】　有機ＥＬパネルの捕水層を形成するに当たり

、厚みが薄く、かつダレが生じることがなく、しかも吸

湿剤が十分に気体中に露出して吸湿剤により十分な捕水

効果を示す捕水層を形成する。

【解決手段】　基板１２と、基板上に形成された有機Ｅ

Ｌ構造体１４と、有機ＥＬ構造体を封止する封止板１６

と、封止板内面に形成された捕水層２０とを具備する有

機ＥＬパネルにおいて、封止板内面の捕水層２０を形成

するに当たり、吸湿剤、樹脂および揮発性溶剤を含有し

、樹脂の含有量が全体の５～１０ｗｔ％である混合物を

封止板の内面に塗布する塗布工程と、加熱処理および真

空脱気処理の一方または両方により、封止板の内面に塗

布した混合物中の揮発性溶剤を揮発させてこの混合物を

硬化させる硬化工程とにより捕水層２０の形成を行う。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 板 と 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 と 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 を 封 止 す る 封
止 板 と 、 前 記 封 止 板 内 面 に 形 成 さ れ た 捕 水 層 と を 具 備 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層
の 形 成 方 法 で あ っ て 、
　 吸 湿 剤 、 樹 脂 お よ び 揮 発 性 溶 剤 を 含 有 し 、 前 記 樹 脂 の 含 有 量 が 全 体 の ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で
あ る 混 合 物 を 前 記 封 止 板 の 内 面 に 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、
　 加 熱 処 理 ま た は ／ お よ び 真 空 脱 気 処 理 に よ り 、 前 記 封 止 板 の 内 面 に 塗 布 し た 混 合 物 中 の
揮 発 性 溶 剤 を 揮 発 さ せ て 該 混 合 物 を 硬 化 さ せ る 硬 化 工 程 と に よ り 前 記 捕 水 層 を 形 成 す る こ
と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 塗 布 工 程 を バ キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 に お い て 非 加 熱 状 態 で 行 っ た 後 、 引 き 続 き 前 記 バ
キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 に お い て 前 記 硬 化 工 程 を 行 う 請 求 項 １ に 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け
る 捕 水 層 の 形 成 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 を 封 止 す る 封 止 板 の 内 面 に 捕 水 層 が 設 け
ら れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 捕 水 層 の 形 成 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と し て 、 基 板 と 、 基 板 上 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 構 造
体 を 封 止 す る 封 止 板 と を 具 備 し 、 封 止 板 の 内 面 に 吸 湿 剤 を 含 有 す る 捕 水 層 が 設 け ら れ た も
の が あ る 。 上 記 捕 水 層 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 を 水 分 か ら 保 護 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 、 上 述 し た 捕 水 層 は 、 例 え ば 、 フ ッ 素 系 オ イ ル 、 フ ッ 素 系 ゲ ル 等 の 不 活 性 液 体 や 不
活 性 ゲ ル 中 に 、 活 性 ア ル ミ ナ 、 モ レ キ ュ ラ シ ー ブ ス 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 バ リ ウ ム 等 の
吸 湿 剤 を 混 合 し た 混 合 物 を 封 止 板 の 内 面 に 塗 布 す る こ と に よ り 形 成 さ れ て い る （ 例 え ば 、
特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ０ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 前 述 し た 不 活 性 液 体 や 不 活 性 ゲ ル 中 に 吸 湿 剤 を 混 合 し た 混 合 物 を 塗 布 し て 形 成
し た 捕 水 層 は 、 次 の よ う な 問 題 を 有 す る も の で あ っ た 。
（ ａ ） 上 記 混 合 物 を 塗 布 し や す い 粘 度 に す る に は 、 捕 水 力 を 有 さ な い 不 活 性 液 体 や 不 活 性
ゲ ル の 含 有 量 を 多 く す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 捕 水 層 の 厚 み が 厚 く な っ て し ま う 。 し た が
っ て 、 捕 水 層 と 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 と の 間 の 隙 間 を 確 保 す る た め に は 、 封 止 板 の 内 面 の 捕 水 層
を 形 成 す る 凹 部 を 深 く す る 必 要 が 生 じ る 。 そ の た め 、 封 止 板 の 強 度 を 保 つ た め に 封 止 板 を
厚 く し な け れ ば な ら ず 、 そ の 結 果 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 総 厚 み が 厚 く な り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
の 特 長 が 損 な わ れ る 。
（ ｂ ） 上 記 混 合 物 を 塗 布 し や す い 粘 度 に す る と 、 混 合 物 の ダ レ が 起 こ り や す く な る 。 そ の
結 果 、 製 品 化 後 に 基 板 側 へ の 捕 水 層 の ダ レ が 生 じ 、 こ の 捕 水 層 の ダ レ と 基 板 と が 接 触 し て
不 具 合 が 生 じ る 。
（ ｃ ） 吸 湿 剤 が 不 活 性 液 体 や 不 活 性 ゲ ル 中 に 埋 没 し 、 吸 湿 剤 の 気 体 中 に 露 出 す る 個 数 が 少
な く な る た め 、 吸 湿 剤 と 水 分 と が 接 触 し に く く 、 吸 湿 剤 に よ る 十 分 な 捕 水 効 果 が 期 待 で き
な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 前 述 し た 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 捕 水 層 の 厚 み を 薄 く す る こ と が で き
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、 か つ 捕 水 層 の ダ レ が 生 じ る こ と を 防 止 す る こ と が で き る と と も に 、 吸 湿 剤 が 十 分 に 気 体
中 に 露 出 し て 吸 湿 剤 に よ り 十 分 な 捕 水 効 果 を 示 す 捕 水 層 を 得 る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ
ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 基 板 と 、 前 記 基 板 上 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体
と 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 を 封 止 す る 封 止 板 と 、 前 記 封 止 板 内 面 に 形 成 さ れ た 捕 水 層 と を 具
備 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 で あ っ て 、 　 吸 湿 剤 、 樹 脂 お よ び 揮 発 性
溶 剤 を 含 有 し 、 前 記 樹 脂 の 含 有 量 が 全 体 の ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で あ る 混 合 物 を 前 記 封 止 板 の 内
面 に 塗 布 す る 塗 布 工 程 と 、 加 熱 処 理 ま た は ／ お よ び 真 空 脱 気 処 理 に よ り 、 前 記 封 止 板 の 内
面 に 塗 布 し た 混 合 物 中 の 揮 発 性 溶 剤 を 揮 発 さ せ て 該 混 合 物 を 硬 化 さ せ る 硬 化 工 程 と に よ り
前 記 捕 水 層 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 を 提 供
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 で は 、 吸 湿 剤 、 樹 脂 お よ び 揮 発 性 溶 剤 を 含 有 し 、 か つ 樹 脂 の 含 有 量 を 全 体 の ５ ～
１ ０ ｗ ｔ ％ と 極 力 少 な く し た 混 合 物 を 封 止 板 の 内 面 に 塗 布 し た 後 、 加 熱 処 理 ま た は ／ お よ
び 真 空 脱 気 処 理 を 行 う の で 、 混 合 物 中 の 揮 発 性 溶 剤 を ほ ぼ 完 全 に 揮 発 さ せ た 状 態 で 上 記 混
合 物 を 硬 化 さ せ る こ と が で き 、 そ の た め 捕 水 層 の 体 積 を 小 さ く し て 捕 水 層 の 厚 み を 薄 く す
る こ と が で き る 。 ま た 、 上 記 混 合 物 は 加 熱 処 理 や 真 空 脱 気 処 理 に よ っ て 硬 化 す る の で 、 捕
水 層 形 成 後 に 捕 水 層 の ダ レ が 生 じ る こ と は な い 。 さ ら に 、 上 述 の よ う に 捕 水 層 の 厚 み を 薄
く す る こ と が で き る の で 、 捕 水 層 中 に 含 ま れ る 吸 湿 剤 を 気 体 中 に 十 分 に 露 出 さ せ る こ と が
で き 、 こ れ に よ っ て 吸 湿 剤 に よ り 十 分 な 捕 水 効 果 を 示 す よ う に す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 に よ れ ば 、 厚 み が 薄 く 、 か つ ダ
レ が 生 じ る こ と が な く 、 し か も 吸 湿 剤 を 十 分 に 気 体 中 に 露 出 さ せ て 、 露 出 し た 吸 湿 剤 に よ
り 十 分 な 捕 水 効 果 を 示 す 捕 水 層 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る が 、 本 発 明 は 下 記 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な い 。 図 １ は 本 発 明 を 適 用 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 一 例 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る
。 本 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ は 、 基 板 １ ２ と 、 基 板 １ ２ 上 に 形 成 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 １
４ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 １ ４ を 封 止 す る 封 止 板 １ ６ と を 具 備 す る 。 封 止 板 １ ６ は 、 封 止 用 接
着 剤 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て 基 板 １ ２ に 固 着 さ れ て い る 。 ま た 、 封 止 板 １ ６ の 内 面 （ 凹 部 １
８ の 底 面 ） に は 捕 水 層 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ０ に お い て 、 基 板 １ ２ 、 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 １ ４ 、 封 止 板 １ ６ と し
て は 、 従 来 公 知 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 具 体 的 に は 、 基 板 １ ２ と し て は 、 例 え ば
、 ガ ラ ス 、 石 英 、 透 明 樹 脂 等 の 透 明 材 料 か ら な る も の を 用 い る こ と が で き る が 、 こ れ ら に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 ま た 、 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体 １ ４ と し て は 、 例 え ば 、 発 光 層 を 有 す る
有 機 層 を 、 一 方 が 透 光 性 で あ る 一 対 の 電 極 で 挟 持 し た も の を 用 い る こ と が で き る 。 こ の 場
合 、 上 記 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 は 、 例 え ば 、 正 孔 注 入 層 、 正 孔 輸 送 層 、 発 光 層 お よ び 電 子
輸 送 層 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 さ ら に 、 封
止 板 １ ６ と し て は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 、 石 英 、 透 明 樹 脂 等 の 透 明 材 料 か ら な る も の を 用 い る
こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 捕 水 層 の 形 成 方 法 は 、 捕 水 層 ２ ０ の 形 成 に 適 用 さ
れ る も の で 、 下 記 （ １ ） 、 （ ２ ） の 工 程 に よ り 捕 水 層 ２ ０ を 形 成 す る 。
（ １ ） 吸 湿 剤 、 樹 脂 お よ び 揮 発 性 溶 剤 を 含 有 し 、 樹 脂 の 含 有 量 が 全 体 の ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ で
あ る 混 合 物 を 封 止 板 １ ６ の 内 面 に 塗 布 す る 塗 布 工 程 。
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（ ２ ） 加 熱 処 理 ま た は ／ お よ び 真 空 脱 気 処 理 に よ り 、 封 止 板 １ ６ の 内 面 に 塗 布 し た 混 合 物
中 の 揮 発 性 溶 剤 を 揮 発 さ せ て 混 合 物 を 硬 化 さ せ る 硬 化 工 程 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に お い て 、 上 記 吸 湿 剤 の 種 類 に 限 定 は な い が 、 例 え ば 、 酸 化 ナ ト リ ウ ム 、 酸 化 カ
リ ウ ム 、 酸 化 カ ル シ ウ ム 、 酸 化 バ リ ウ ム 、 酸 化 マ グ ネ シ ウ ム 、 水 素 化 カ ル シ ウ ム 、 水 素 化
ス ト ロ ン チ ウ ム 、 水 素 化 バ リ ウ ム 、 水 素 化 ア ル ミ ニ ウ ム リ チ ウ ム 、 活 性 ア ル ミ ナ 、 モ レ キ
ュ ラ シ ー ブ ス 等 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 樹 脂 の 種 類 に も 限 定 は な い が 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 樹 脂 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 樹 脂 、 ポ リ
ウ レ タ ン 樹 脂 等 か ら 選 ば れ る １ 種 ま た は ２ 種 以 上 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 上 記 揮 発 性 溶 剤 と し て は 、 上 記 樹 脂 を 溶 解 し 得 る 種 々 の タ イ プ の シ ン ナ ー を 用 い
る こ と が で き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 で は 、 上 記 樹 脂 と 揮 発 性 溶 剤 と を 予 め 混 合 し た も の （ 溶 剤 揮 発 型 樹 脂 ）
と し て 、 エ ・ ア ・ ブ ラ ウ ン ・ マ ク フ ァ レ ン 社 製 Ｈ ｕ ｍ ｉ Ｓ ｅ ａ ｌ （ 商 品 名 ） １ Ｂ ５ １ 、 １
Ｂ ６ ６ 、 １ Ｂ ３ １ な ど を 使 用 す る こ と が で き る 。 こ れ ら の 溶 剤 揮 発 型 樹 脂 は 、 固 形 分 が ２
０ ～ ３ ５ ％ 程 度 、 粘 度 が ２ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 程 度 で 、 硬 化 条 件 が ２ ４ ｈ ｒ ｓ ／ ２ ５
℃ あ る い は ０ ． ５ ｈ ｒ ｓ ／ ７ ０ ℃ 程 度 の も の で あ る 。 こ れ ら 溶 剤 揮 発 型 樹 脂 は 、 シ ン ナ ー
等 で 適 宜 希 釈 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に お い て 、 吸 湿 剤 、 樹 脂 お よ び 揮 発 性 溶 剤 を 含 有 す る 混 合 物 中 に お け る 樹 脂 の 含
有 量 は 全 体 の ５ ～ １ ０ ｗ ｔ ％ と す る こ と が 適 当 で あ り 、 こ の 範 囲 を 外 れ る と 前 述 し た 本 発
明 の 効 果 が 得 ら れ な い こ と が あ る 。 ま た 、 上 記 混 合 物 中 に お け る 吸 湿 剤 の 含 有 量 は 全 体 の
１ ０ ～ ５ ０ ｗ ｔ ％ で あ る こ と が 好 ま し く 、 吸 湿 剤 を 分 散 性 良 く 混 在 さ せ る た め に 、 吸 湿 剤
と 樹 脂 と の 比 重 が 同 じ に な る よ う に 調 整 し た 方 が よ い 。 そ の 場 合 、 揮 発 性 溶 剤 の 含 有 量 は
全 体 の ４ ５ ～ ８ ５ ｗ ｔ ％ と す る こ と が 適 当 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 塗 布 工 程 に お い て は 、 上 記 混 合 物 を 封 止 板 の 内 面 に 適 宜 塗 布 手 段 を 用 い て 塗 布
す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 発 明 の 硬 化 工 程 に お い て は 、 封 止 板 の 内 面 に 塗 布 し た 混 合 物
を 適 宜 加 熱 処 理 手 段 お よ び ／ ま た は 適 宜 真 空 脱 気 処 理 手 段 を 用 い て 硬 化 さ せ る こ と が で き
る 。 具 体 的 に は 、 例 え ば 、 バ キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 に お い て 非 加 熱 状 態 で 、 封 止 板 の 内 面 に
デ ィ ス ペ ン サ 等 を 用 い て 混 合 物 を 塗 布 し た 後 、 引 き 続 き 同 じ バ キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 に お い
て 、 ホ ッ ト プ レ ー ト 加 熱 、 遠 赤 外 加 熱 等 の 加 熱 処 理 や 、 真 空 脱 気 処 理 に よ っ て 、 極 力 短 時
間 で 揮 発 性 溶 剤 を 揮 発 さ せ て 混 合 物 を 硬 化 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 引 き 続 き 同 じ バ
キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 に お い て 、 こ の バ キ ュ ー ム オ ー ブ ン 内 を 例 え ば 窒 素 ＋ 酸 素 雰 囲 気 と し
て 、 基 板 と 封 止 板 と の 固 着 工 程 を 行 っ て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 を 適 用 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 一 例 を 示 す 模 式 的 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
１ ０ 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
１ ２ 　 基 板
１ ４ 　 有 機 Ｅ Ｌ 構 造 体
１ ６ 　 封 止 板
１ ８ 　 凹 部
２ ０ 　 捕 水 層
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